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９月のおもな行事予定 （下校時刻に注意してください。）

1日（月）第２学期始業式、給食開始 15日（月）敬老の日
４時間日課、避難訓練、13：30下校 17日（水）読み聞かせ、食育教室(３年)

3日（水）読み聞かせ 18日（木）研究授業、５時間日課、14:45下校
5日（金）トウモロコシ収穫(３年) 19日（金）イサキ放流体験(５年)
6日（土）PTA資源回収 22日（月）職員会議、諸費自動振込日
8日（月）委員会活動、体重測定(低) 23日（火）秋分の日
9日（火）体重測定(高) 25日（木）ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校

10日（水）音楽鑑賞教室(４～６年)、交通指導、 26日（金）授業参観(道徳)
安全点検、諸費自動振込日 (興津小学校の保護者も参観、校舎見学)

11日（木）夷隅教育研究集会(教科別) 家庭教育学級、ミニ集会
４時間日課、13:00下校 修学旅行説明会(６年)
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校 29日（月）全校朝会、ミニバス壮行会

12日（金）夷隅教育研究集会(特別支援) 委員会・クラブ反省

２学期がスタート 「気持ちを新たに」･･･
44日の夏休みが終わりました。今年の夏休みをふり返ると、記録的な猛暑、熱中

症警戒アラート、11年ぶりの津波警報、県内においては台風に伴う警報が出されま
した。そのような状況の中、多くの子ども達が元気に登校できているのは、夏休み期間中を含め、
保護者、地域の皆様方のご協力のおかげです。改めて感謝申し上げます。
さて、子どもたちの姿と元気な声とともに、学校に活気が戻りました。夏休みはい

かがでしたでしょうか。夏休みは家族と多くの時間を過ごす機会になったことと思い
ます。子ども達は短期間で見違えるように成長します。夏休みの経験が学校生活で発揮されること
を大いに期待しています。今後も本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。
今年の９月１日で関東大震災から102年になります。死者・行方不明者が10万人以上いたと言

われています。NHKの朝ドラのモデルとなっている やなせたかしさん（アンパンマンの作者と
して知られる）が作詞した「手のひらを太陽に」は、こんな歌詞からスタートします。
『ぼくらはみんな生きている 生きているから悲しいんだ』
生前、やなせさんは「なぜ『生きているから悲しい』のですか？」とよく質問されたそ

うです。そんな時、「悲しむことができるのは、生きているからなんだ。生きているから
には、傷つくことも多い。しかし、それを乗り越えた時はうれしくなる。悲しみと喜びは
裏と表なんだ。」と回答したそうです。
様々な経験をした方が、竹のようにしなやかで折れない強い人になることも多いのではないでし

ょうか。感情が揺さぶられる経験をどれだけするかが成長に大きく関わり、深い人間性につながっ
ていくのだと思えてなりません。
さて、２学期がスタートしましたが、まだまだ猛暑が続くことが予想されます。暑さ・熱中症・

感染性胃腸炎など、引き続き、健康観察などへのご協力をお願いいたします。
２学期は１年間の中で一番長い学期です。校内マラソン、修学旅行、きらきらフェスティバルな

ど、２学期も様々な行事を展開しながら、教職員一同力を合わせ、子どもたちとともに教育活動に
取り組んでまいります。
保護者・地域の皆様のご支援とご協力を、２学期もどうぞよろしくお願い申し上げます。

２学期の学校行事予定について

別紙にて２学期の行事予定を配布しましたので

ご確認ください。年度当初の行事予定から日程変

更した行事として、マラソン大会が11月13日(木)

に、また、9月26日の授業参観には興津小学校の

保護者も参観しますのでご承知おきください。

PTA奉仕作業 ありがとうございました

8月2３日(土)のＰＴＡ奉仕作業では、早朝か

らの作業でしたが、大変お世話になりました。

おかげ様で、子どもたちも気持ちよく２学期

を迎えることができました。

本当にありがとうございました。



学校での暑さ（熱中症）対策

１ 教室でのエアコン使用

２ 屋外での活動の制限

３ 登下校時の水分補給など

感染性胃腸炎対策

これからの時期、感染性胃腸炎の流行が

心配されます。感染性胃腸炎の予防には、

石けんを使って手首までの手洗いをし、しっかりと

洗い流すことが有効となります。

ご家庭でもお子さまへの声掛けをお願いいたします。

猿・サルに遭遇した際の留意点

上野小学校の近隣で、サルの目撃情報がありました。

猿(サル)に遭遇した際は、「近づかない」、「落ち着いて

その場から離れる」そして、冷静な対応・行動が大切

です。以下に、してはいけないことの一例を挙げます

ので、ご家庭でもご指導をお願いします。

①目をじっと見つめる

猿にとって「目線を合わせる」ことは、

威嚇、敵意などと受け取られます。

②大声を出す、手を振り上げる

驚かせると防衛本能で攻撃されることがあります。

③食べ物を見せる・与える

食べ物の匂いや見た目に猿が興奮して奪いにくる危

険があります。人間の食べ物に慣れるとさらに接近

してくるようになります。

④物を投げる・棒で追い立てる

猿が興奮して襲ってくる可能性があります。

「やる気」を引き出す環境作りを･･･

２学期は、学習活動や学校行事などでも集中して取

り組みやすい季節でもあります。非常に暑かったり、

寒かったりすると集中力も低下してしまいます。そこ

で大事になってくるのは、「やる気」です。どんなに環

境がよくても、本人の「やる気」が低下していたので

は十分な成果につながらないこともあるかと思います。

「やる気」は子ども本人がもつものですが、「やる気」

を引き出す環境は、ご家族や周囲の方々にも作ること

ができます。例えば、成功体験を重ねることです。学

校でも子どもたちの成功体験を多く味わわせたいと考

えています。成功体験はがんばっている途中の過程や

本人に合った内容量、時間とすることで得ることがで

きます。そのために、ご家庭でも次のことを意識して

言葉掛けなどを行っていただくのも一つの方法ですの

で、下記に紹介します。

【がんばったこと、自分で考えて行動した

ことに対して褒める】

簡単なことですが、褒めてあげていないことや見逃

してしまっていることも多くあるかもしれません。出

来栄えはよくなかったとしても、結果だけでなくその

がんばったという気持ちに対して褒めてあげましょう。

【最後まで子ども自身で行わせる】

子どもに任せたことは最後まで自分で行わせましょ

う。大人が行うより、時間がかかったり、上手にでき

なかったり、効率的でなかったりすることがあると思

います。しかし、そこで大人がやってしまったり、で

きなくてイライラしている態度をみせてしまったりす

ると逆効果になってしまうことがあります。緊急を要

することでなければ、見守って任せたいものです。

【子どもの前で褒める習慣を】

ご家族や周囲の方がいろいろな人の良さに目を向け

ていることを感じさせることで、自分も他者の良い行

動を所を取り入れ、がんばりを褒めてもらいたいとい

う気持ちをもつことができます。ただし、くれぐれも

人と人を比較した言い方にならないように気をつける

必要はあります。また、子どもの前での人の悪口は最

もしてはいけないことです。

学校でも、ご家庭でも「やる気」を引き出す環境を

作っていきたいものです。

２学期もどうぞよろしくお願いいたします。

「防災の日」に考える ～命を守るための備え～

1923年(大正12年)９月１日、11時58分に関東大震

災が発生しました。死者、行方不明者が推定１０万人

以上という大災害でした。この９月１日が「防災の日」

と定められ、近代日本における災害対策の出発点とな

りました。家庭でできることにはどのようなことがあ

るのかを、この機会に考えてみてはいかがでしょうか。

【災害に対するご家庭での備え

～これだけは確認しておこう～】

①避難場所や避難経路の確認をしていますか？

・慌てずに避難できるように防災マップやハザード

マップを入手し、確認しておきましょう。

②家族同士の安否確認の方法は決まっていますか？

・お互いの安否が確認できるように日頃から安否確

認方法や集合場所などを話し合っておきましょう。

③非常持ち出しバッグの準備はできていますか？

・自宅が被災した時は、安全な場所に避難し避難生

活を送ることになります。事前に非常持ち出しの

ためのリュックを用意しておきましょう。

④食料・飲料水などの備蓄は十分ですか？

・ライフラインが止まった場合に備えて、普段から

飲料水や保存のきく食料を備蓄する。

大規模災害では、１週間分の備蓄が望ましいとい

われています。

⑤家具の置き方など工夫していますか？

・倒れてきた家具の下敷きになることが

ないよう、大地震が発生した時には

「家具は倒れるもの」と考えて対策

をしておきましょう。

資源回収について

9月６日(土)に資源回収を行いますので、ご理解とご

協力をお願いいたします。


